
 

 

 

●材料と加工の技術における学習の捉え方 

材料と加工の技術の内容に関しては，技術科が中学校に設置された 1958 年当初から，木材加工や金属加工の

領域において実践されてきました。このような加工の内容に関しては，技術科の前身として捉えられている戦前

の手工科や戦時中の芸能科工作，戦後の職業・家庭科において，木工や金工，竹工等のように，木，金属，竹等

の材料を使って，物品を正確に製作する技能（人間の内面に存在する技術的能力）を習得する内容が重視されて

きたことが大きく影響しているものと考えられます 1)。2008 年に改訂された中学校学習指導要領では，このよう

な内容が発展的に整理され，材料と加工に関する技術の内容として構成されました 2)。この内容には，材料を加

工する技術の学習だけでなく，材料の技術を学習する内容が取り入れられている点は，従来の技術科の歴史から

考えて，大きな転換点であったと考えることができます。ただし，実際の中学校における現場では，木工等の活

動が歴史的に普及してきた背景から，依然として 1枚の板から，本立てやラック等を製作する木工の課題や金属

丸棒の切断，折り曲げ等の金工の課題を含めて，一つの製作題材を製作する学習が展開されて場合が多いのが現

状です。このような技術科の長い歴史の中で形成されてきた木工や金工等が中心となる製作学習について，構想

設計の視点に立って，新たな授業を実践するためには，それなりの教材の準備と大きな視点の転換が必要になり

ます。心して，材料と加工の技術を学習するための構想設計の在り方について考えない限り，身の回りにある住

宅や家具，高層ビル，橋等における安全性や快適性を踏まえた技術の基礎を学習することは難しいと言えます。 

●材料と加工の技術の学習における構想設計の位置付け 

 技術科における材料と加工の技術の学習に関して，構想設計の内容を確かな学習内容という形で実践できるよ

うにするためには，曖昧な設計における学習内容を次の段階 1)概念設計，2)詳細設計，3)設計の表現（製図））に

分けて提案し，授業に取り入れていくことが重要になります。従来から，技術科における設計学習は，製図と考

えている指導者が多いようです。このような考え方は，既存の学習内容の構成から考えて，製図の学習に中に構

想のための立体成形の考え方等が含まれている点を考慮すると，設計=製図と考える点には一定の理解ができま

す。ただし，このような考え方は，上記の 1)や 2)の学習内容が明確に提示されていない既存の技術科の現状に起

因していると考えることができます。したがって，構想設計を重視した学習を展開するためには，既存の製図の

学習に加え，上記の 1)と 2)の学習内容の提示とそれに伴う実践が必要になります。 

●材料と加工の技術における新しい設計学習の考え方 

材料と加工の技術における構想設計の学習内容を明確にするためには，学習のプロセスにおける設計→試作→

製作ができる学習を考える必要があります。そのためには，設計→試作，試作→製作の学習をスムーズに往来で

きる学習内容が重要になります。 

図 1 は DL 材と呼ばれる木材の規格材で構成された教材 3)を用いて，設計→試作→製作のプロセスを経て完成

した作品例です。これまで，技術科における材料加工の学習で問題となっていたところは，木材の 1 枚板を用い

てけがきを行い，切り代や削り代を設定して，材料を切断し，最終的にかんなややすりを使って，丁寧な部品加

工に多くの製作の時間を要している点です。このような材料加工の学習は，丁寧に作品を仕上げるという側面で

は，技術科が以前から大事にしてきた技能（人間の内面に存在する技術的能力）の内容を含んでいます。これに

対して，本作品例に用いている規格材としての DL（ディメンジョンランバー）材は，切り代や削り代による部

品加工が少なく，所定の規格で定められた角材を組み合わせて，作品を構成設計できる点に特徴があります。ま

た，規格材と相似形をしたプラスチック模型材を用いて，事前に設計→試作を行っている点も特徴があります。 

以上のような，模型材を用いた設計→試作，模型材と相似形の規格材を用いた試作→製作の学習をスムーズに

往来できることで，従来の木材加工の学習が単に製作のための木工活動ではなく，設計→試作→製作のプロセス

を連続的に往来する学習を行うことができます。このような教材の工夫によって，設計学習における 1)概念設計，
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2)詳細設計の学習が模型材を用いて行うことができ，さらに模型材を用いた設計学習から，規格材を用いた製作

の学習につなげていくことが可能になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●設計→試作→製作の流れが学習できる教材を用いた構想設計のポイント 

 以上の設計→試作→製作のプロセスを踏まえ，材料と加工の技術の学習における構想設計の指導のポイントに

ついて考えてみたいと思います。技術科では，従来から木材を使った本立てやラック等の製作題材を学習に用い

てきました。このような製作題材に用いられる本立てやラックは，身の回りの製品では木製の家具に位置づけら

れ，最近では無印やニトリ，イケヤ等の家具量販店において販売されている様子をよく見かけます。 

このような家具製品は，目的に合った利用者のニーズや利用における安全性，快適性等を考慮して，材料の選

定や製品の設計が施されています。材料と加工の技術の学習では，これまで身近な生活に視点を当て，自分の机

の上を整理する本立てやラックを設計しないさい等の課題がよく提示されていました。このような課題の進め方

では，身近な生活にある自分の様子しか観察しておらず，身近な製品に隠れている優れた材料と加工の技術を深

く観察するような学習に至らない実践がよく見られました。 

以上のような生産者が開発した技術のしくみに注目し，よく設計された本立てやラック等の製品における工夫

された点や改良すべき点等について観察することが重要になります。いわゆる社会の製品開発におけるマーケテ

ィングであり，このような活動を通して，利用者のニーズや安全性，快適性等の設計の工夫を知ることができま

す。このような工夫を知った上で，自分が身近な生活で解決したい課題が，既存の製品に含まれているどのよう

なニーズや安全性，快適性等の工夫と対応しているかを確認する必要があります。このような工夫点を確認した

上で，模型材を利用して，自分なりの考え方や捉え方によって，工夫点を取り入れ，設計→試作を繰り返す中で，

構想設計が洗練されていくことが大事になります。時には，他者の意見も取り入れる必要があります。 

 以上のように設計→試作の活動において，模型材を用いて，設計→試作を繰り返すことにより，構想を深めて

いくことが可能になります。さらに，設計→試作を繰り返す中で，概念設計から材料・構造の丈夫さ等を踏まえ

た詳細設計を経て，試作→製作に到達する中で，材料と加工の技術を学習することができます。 
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図１ DL 材を用いた設計→試作→製作のプロセス 
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